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即時オープンアクセス時代における研究者の言語生活

国立国語研究所名誉教授 横山詔一 解説動画：https://youtu.be/8hq14aDsqqQ

第11回「対話・共創の場」基調講演

テーマ：即時OA方針の推進に向けての課題共有

主催：ジャパンリンクセンター【DOI登録機関：国立国会図書館 (NDL)、科学技術振興機構 (JST)、 物質・材料研究機構 

(NIMS)、 国立情報学研究所 (NII) による共同運営】https://japanlinkcenter.org/top/about/index.html

開催事務局：科学技術振興機構 情報基盤事業部

2025年1月27日（月）オンライン＋科学技術振興機構（JST）東京本部別館

本日のキーワードは「永遠の目じるし」です（DOIをはじめとする永続的識別子は永遠の目じるしの一つ）

1. 即時オープンアクセス（OA）時代の到来によって、研究者の生活はどのように変わるのでしょうか？本
基調講演では、「永遠の目じるし」というキーワードを軸に、即時OA義務化の議論に「言語生活」とい
う視点を加えます。そして、2025年度から研究者の「論文の読み書き」にどのような具体的な変化が生
じるのかを予測します

2. さらに、即時OA義務化については「What（何を）」や「How（どのように）」という側面が頻繁に議
論されますが、あまり触れられていない「Why（なぜ）」という根本的な問いにも焦点を当て、掘り下
げて考察します

https://youtu.be/8hq14aDsqqQ
https://japanlinkcenter.org/top/about/index.html
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赤い太字：きわめて重要

赤字：「きわめて重要」と「重要」の中間あたり

黒い太字：重要

黄色いマーカ：きわめて重要であるが、横山の直観による意見



ここでは日本語で論文を投稿している研究者に着目する。その理由は？

• 即時OA（オープンアクセス）義務化施策の第一の目的は、特に先端科学分野において、
国内研究者が海外の有力ジャーナルに発表した英語論文を、誰もが自由に閲覧・活用
できるようにすることにあると思われる

• そこにはAPC（論文をOA出版する際に支払う論文掲載料：Article Processing Charge）
を巡る深刻な問題があり、転換契約（Transformative Agreements）などの工夫がなされ
つつある

• また、先端科学分野では、先取権（priority）をめぐって熾烈な競争が繰り広げられて
いる。先取権とは、論文の著者が世界の研究者に先駆けて当該の学術的知見を公表し
たことを権利として認め、論文のオリジナリティ（独自性）を保証する概念

➢ 上記は、先端科学からは距離がある分野（人文学など）の学協会に所属し、いつも日
本語で論文を投稿している研究者にはあまり縁のない話、対岸の火事

➢ しかし、即時OA義務化の影響は、先取権やOA、OSに対する興味・関心が希薄で、い
つも国内誌に日本語で論文を投稿している研究者にも確実に波及する
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実務を巡る目前の課題について

• 研究者の言語生活はアカデミック・ライティング（論文の読み書き）が中心。 研究者のアカデミック・
ライティングに必要な要素の一つとして即時OA実現活動が2025年度から入ってくる

• 大学研究者の業務負担量はすでに限界に達しているため、即時OA実現活動をサポートする仕組みが必要
になるのでは？

• 即時OA推進にかかる業務の全体像や輪郭はいつごろ見えてくるのか？

• 即時OA実現活動をサポートする仕組みのすべてを大学内で開発するのは困難では？

• アカデミック・ライティングと言えば、学生のためのセンターが大学図書館に併設されている場合もあ
る。機関リポジトリも大学図書館が担当している場合が多い。大学図書館はこれから新たな役割・使命
を期待される。その事実を社会に向けてさらに広く、分かりやすく広報する時機が到来したのでは？

• OA時代の学協会の将来像については武田（2011：https://doi.org/10.11517/jjsai.26.6_599）が参考になる
4

1592～1593年に印刷された天草版『平家物語』
天正遣欧使節が日本に持ち帰ったグーテンベルグ印刷機による
大英図書館所蔵 https://kotobaken.jp/release/news-190318-01/

https://doi.org/10.11517/jjsai.26.6_599
https://kotobaken.jp/release/news-190318-01/
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横山がオープンサイエンス（OS）やオープンアクセス（OA）に関心を持ったきっかけ
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自己紹介

国立国語研究所『ことばの波止場』研究者紹介「受注生産方式の研究スタイルも悪くない」→「言語資源」という
用語の誕生や「病院の言葉を分かりやすくする提案」などについて言及：https://kotobaken.jp/digest/05/d-05-06/

1. 博士号は実験心理学（心理統計も）で取得。1993年ごろから「日本人の読み書き能力は極めて高く世界トップ
クラスである。その根拠データはGHQの提案によって1948年に実施された調査結果の報告書（1951）に掲載さ
れている」という先行研究の言説を一切疑うことなく非常勤先の大学授業で紹介。授業準備の際に自分の眼で
報告書（1951）の内容を確認しなかった。2020年から大いに後悔し反省することに…

2. 上越教育大学で助手として6年間勤務した後、国立国語研究所に異動して33年間勤務し2024年3月末に定年退職

3. 現在は、青山学院大学非常勤講師。文学部日本文学科で「日本語教育特講Ⅰ・Ⅱ（2024年度のみ）」「日本語日
本文学情報処理法Ⅰ・Ⅱ」を、教育人間科学部心理学科で「心理学特講B／認知心理学特講」を担当。ちなみに授
業は新図書館（18号館マクレイ記念館）のPC教室で座学プラス実習を実施（SPSSやRなどを使用）。青学大に
は22年連続出講

4. 東京大学大学院客員教授（2015年4月～2017年3月、2022年4月～2024年3月）として言語情報科学専攻で「言語
変化のデータサイエンス基礎」や「言語の認知・記憶・習得に関する計量的研究法」の講義を担当（関連する
公式動画：https://www.youtube.com/watch?v=qKmOS7RhS6c）

5. 言語生活の研究に従事

• 異体字の好みの研究、たとえば「会ー會」「桧ー檜」「観ー觀」「潅ー灌」 「壷ー壺」などについてどち
らを使いたいか直観的に選択してください、などの調査を実施してデータを分析（関連する公式動画：
https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=AfJk2T6IKn4）

• 愛知県岡崎市における身内敬語意識の変化予測研究で社会言語科学会から2009年度徳川賞（優秀論文賞）
を受賞（関連する公式動画： https://www.youtube.com/watch?v=7nNAiaIFaso）

• 読み書き能力調査にも関心がある

https://kotobaken.jp/digest/05/d-05-06/
https://www.youtube.com/watch?v=qKmOS7RhS6c
https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=AfJk2T6IKn4
https://www.youtube.com/watch?v=7nNAiaIFaso
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1. 日本の成人男女を対象にした全国規模の読み書き能力調査は、これまで一例あるのみで、第2

次世界大戦後の米国の占領政策のもと1948年に実施された（国際学力調査PISAは15歳のみ）

2. その調査の報告書（1951）は「日本人の読み書き能力は極めて高く世界トップクラス」という
「常識」の科学的根拠とされてきたが、その「常識」は再検討の余地がある

3. 上記の再検討には、報告書（1951）ならびにその関連史料を世界中の研究者がいつでも簡単に
閲覧できるような環境整備が必要である。すなわち、オープンサイエンスの推進が重要

横山がオープンアクセスやオープンサイエンスに関心を持ったきっかけ

1945年8月30日14時05分、厚木海軍飛行場に到着
したマッカーサー氏。これから横浜市のホテル
ニューグランドに向かう

◼ 第18回NINJALフォーラム（2023）講演スライド「日本人の読み書き能力1948年調査のナゾver.8.1」
https://researchmap.jp/YOKOYAMA_Shoichi/presentations/44277347/attachment_file.pdf

◼ 上記講演の公式動画：https://www.youtube.com/watch?v=1On4JNToeQM

https://researchmap.jp/YOKOYAMA_Shoichi/presentations/44277347/attachment_file.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=1On4JNToeQM


GHQ占領期の略年表（日本：黒字、海外：青字）
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政治・経済・社会 教育・言語政策

1945年 8月、第二次世界大戦終わる。マッカーサー来日。GHQ

の日本占領開始、民主化・非軍事化を推進

1946年 1月、天皇「人間宣言」。3月、チャーチル「鉄のカーテ
ン」演説、冷戦の始まり。4月、戦後初の総選挙（婦人
参政権の実現）。11月、日本国憲法公布

3月、『第1次米国教育使節団報告書』でローマ
字採用を勧告。4月、報告書に対するマッカー
サーの声明が米国で新聞報道。11月、「当用漢
字表」「現代かなづかい」内閣訓令・告示

1947年 5月、日本国憲法施行。12月、改正民法公布（家制度廃
止）。内務省解体

2月、文部省「ローマ字教育実施要項」公表。3

月、教育基本法、学校教育法公布

1948年 8月、大韓民国成立。9月、朝鮮民主主義人民共和国成立。
11月、極東軍事裁判。対日占領政策の経済復興重視への
転換

2月、「当用漢字音訓表」。8〜10月、読み書き
能力調査実施。10月、文部省教科書『民主主義 

上』。12月、国立国語研究所創立

1949年 4月、NATO成立。10月、中華人民共和国成立。11月、湯
川秀樹にノーベル物理学賞

4月、「当用漢字字体表」。8月、『民主主義 

下』刊行

1950年 2月、米マッカーシー旋風の始まり。6月、朝鮮戦争勃発。
７月から年末、企業のレッドパージ

9月、第2次アメリカ教育使節団、ローマ字教育
の改善勧告

1951年 4月、マッカーサー解任。9月、サンフランシスコ講和条
約調印。日米安全保障条約調印

4月、『日本人の読み書き能力』刊行

1952年 4月、連合国の日本占領（事実上、米国の単独占領）の
終結。GHQの廃止。日本の主権回復



9

• 1951年4月に初版、再版は同年7月

• 東京大学出版部（現在の東京大学出版会）から出版

• 900ページを超えると言われているが、今回点検したと
ころ実際は750ページに達しないことがわかった

• 販売価格は1,800円

国家公務員初任給平均は1950年4,223円、2020年は
185,200円、これをもとに1950年の1,800円を2020年の価
値に変換すると約79,000円

日本人の読み書き能力1948年調査の報告書（1951）に
ついて
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報告書（1951）の結論として「提案」が示されている。その冒頭部を示す（報告書429頁）。
これまでの「常識」とは正反対のことが明記されている

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/yomikaki/011/PDF/ymkk-011.pdf

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/yomikaki/011/PDF/ymkk-011.pdf


11

GHQが作成した調査企画書「Literacy Research Program」

• 国立国会図書館憲政資料室にマイクロフィッシュが保管され
ている

• 国立国語研究所に紙の現物が存在し、デジタル画像がOA化
されている

• 右は国語研による画像（CC BY）

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpen

報告書（1951）の結論を、時代背景などを踏まえて正確に
読み解くためにGHQ文書の調査研究も実施

「日本人の読み書き能力は極めて高く世界トップクラス」
という「常識」の根拠となる記述はどこにも見当たらない
ことを確認

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpen
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研究資料やデータのオープンアクセス化

• 国立国語研究所は、情報・システム研究機構の統計数理研究所やデータサイエンス共同利用基盤施
設 社会データ構造化センターと協力しながら報告書（1951）の画像や関連資料のOA化を推進

• GHQ作成の調査企画書（英文）「Literacy Research Program」と、その和訳文書が国立国語研究所
に保管されている。デジタル画像もネット公開されている

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpen 

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpjp

参考文献：高田智和ほか（2021）「1948年読み書き能力調査の企画書「Literacy Research Program」に
ついて」『日本語学会2021年度秋季大会予稿集』31-36

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpen
https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=literacyrpjp
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参考資料：日本人の読み書き能力調査に関する最近の研究成果

◼ 読み書き能力調査委員会 編（1951）『日本人の読み書き能力』、東京大学出版部、国立国語研究所
「日本語史研究資料」にて画像公開 https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=yomikaki

【政治学の観点から】

賀茂道子（2024）「日本民主化における言語改革の背景と意義」『国立国語研究所論集』26, 151-169. 

https://doi.org/10.15084/0002000159

【テスト理論の観点から】

横山詔一・相澤正夫・久野雅樹・高田智和・前田忠彦（2022）「『日本人の読み書き能力』（1951）
における非識字率の再検討 ─ テストとしての問題点を中心に ─」『基礎教育保障学研究』6, 11-28. 

https://doi.org/10.32281/jasbel.6.0_11

【社会言語学の観点から】

横山詔一・前田忠彦・高田智和・相澤正夫・野山広・福永由佳・朝日祥之・久野雅樹 (2021)「日本人
の読み書き能力1948年調査における非識字率と生年の関係」『計量国語学』33(8): 602–611. 

https://doi.org/10.24701/mathling.33.8_602

➢ 国立国語研究所「ことば研究館」ことばの疑問「日本人の識字率が高いって本当ですか」
https://kotobaken.jp/qa/yokuaru/qa-226/

https://dglb01.ninjal.ac.jp/ninjaldl/bunken.php?title=yomikaki
https://doi.org/10.15084/0002000159
https://doi.org/10.32281/jasbel.6.0_11
https://doi.org/10.24701/mathling.33.8_602
https://kotobaken.jp/qa/yokuaru/qa-226/
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即時オープンアクセスの実現に向けた動き
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即時オープンアクセスの実現に向けた動き

2024年8月27日と28日に開催された「「学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた基
本方針」の実施にあたっての具体的方策」に関する内閣府説明会とそれに基づく2024年10月8

日改正文書の要点を以下に示す

（内閣府 2024c）https://www8.cao.go.jp/cstp/hosaku_setsumei.pdf

（2024年10月8日改正）https://www8.cao.go.jp/cstp/openscience/r6_0221/hosaku.pdf

1. オープンアクセス（OA）は「原則」として研究者の所属機関のリポジトリ上で行うこと

2. 所属機関のリポジトリが未整備の場合は、 NII Research Data Cloud（NII RDC）上で学術
論文及び根拠データを検索可能な分野別リポジトリや、国立研究開発法人科学技術振興
機構（Japan Science and Technology Agency：JST）が運用するプレプリントの公開プラッ
トフォームであるJxiv（ジェイカイブと読む）等のリポジトリを使用可能であること

3. リポジトリ公開までの期間は論文刊行から3か月程度が望ましいこと

4. 義務化とは、研究者が即時OAに向けて「最大限努める」ことであり、出版社や雑誌側が
即時OAを認めていない等、何らかの事情でそれが困難な場合にはその理由を報告し、当
該事情が解消され次第、OA化すること

https://www8.cao.go.jp/cstp/hosaku_setsumei.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/openscience/r6_0221/hosaku.pdf


今回の即時OA義務化は、職業研究者が公的資金を得て行った研究成果のうち、「査読付き学術論文
（電子ジャーナルに掲載された査読済みの研究論文（著者最終稿を含む））及び根拠データ（掲載
電子ジャーナルの執筆要領、出版規程等において、透明性や再現性確保の観点から必要とされ、公
表が求められる研究データ）」のみを対象にする
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サイエンスの総体

即時OA義務化対象

職業研究者による科学研究

先端科学分野： 英語論文
基礎科学分野： 英語論文＋日本語論文

公的資金に
よるもの

公的資金に
よらないもの

市民科学

主として日本語の報告
（非公開の物も多い）

図は「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」横山詔一・石川慎一郎・井田浩之・相澤正夫（2024）
Jxivプレプリント（ver.4）DOI: https://doi.org/10.51094/jxiv.720から引用

https://doi.org/10.51094/jxiv.720


なお、今般、義務化されたOAは、OS（オープンサイエンス）実現のための重要な手段であ
り、サイエンスの営みの一部をなすものでもある
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オープンアクセス（OA）

オープンサイエンス（OS）

サイエンスの総体
（学術的・専門的科学＋市民科学）

図は「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」横山詔一・石川慎一郎・井田浩之・相澤正夫（2024）
Jxivプレプリント（ver.4）DOI: https://doi.org/10.51094/jxiv.720から引用

https://doi.org/10.51094/jxiv.720
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即時OA義務化に対する研究者の意識は？
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即時OA義務化に対する研究者の意識は？

https://www.editage.jp/blog/details-of-attitude-survey-on-immediate-oa-obligation/

エディテージ（カクタス・コミュニケーションズ株式会社）による

https://www.editage.jp/blog/details-of-attitude-survey-on-immediate-oa-obligation/
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即時OA義務化に対する研究者の意識は？

https://www.editage.jp/blog/details-of-attitude-survey-on-immediate-oa-obligation/

調査名：OA義務化に対する研究者意識調査

調査期間：2024年8月27日～9月6日

調査主体と調査対象：調査主体はカクタス・コミュニケーションズ株式会社。調査対象はエディテージ
（カクタス・コミュニケーションズ株式会社）の利用者を中心とした、論文出版経験がある研究者

回答数：1,012名

方法：オンラインアンケートフォーム自主回答形式

エディテージ（カクタス・コミュニケーションズ株式会社）による結果説明の要点

1. 即時OA義務化の方針を研究者の71%が知らない。研究者はOA化に関心が強く、研究を社
会に還元する理念には賛同する声が多い一方で、方針を支持する人は35％、積極的にOA

化を推進したいと考えている人も51％に留まる

2. また、今回の即時OA義務化方針では、論文の著者最終稿を機関リポジトリに公開するグ
リーンOAが推奨されているものの、所属する大学等に機関リポジトリが「ない」と答え
た人が30％、「わからない」と答えた人が28％で、合計すると全体の58%と高い。方針の
実施に向けて、研究者への情報発信と理解の拡大、負担軽減に向けた支援が重要

https://www.editage.jp/blog/details-of-attitude-survey-on-immediate-oa-obligation/
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この講演のキーワードは「永遠の目じるし」
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• 即時OAの実現に向けては、さまざまな課題がある。以下の拙論（プレプリント）では、なる
べく多くの課題に言及することを共著者一同で意識した

「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」横山詔一・石川慎一郎・井田
浩之・相澤正夫、『国立国語研究所論集』に投稿、査読で採用決定、印刷中（2025年7

月公刊予定）、Jxivプレプリント（ver.4）DOI: https://doi.org/10.51094/jxiv.720

• きょうは、時間の制約もあるため、拙論（プレプリント）で検討したさまざまな課題のうち、
上記の2つ（言語生活という観点、Whyについて）を取り上げる

• 国内の学会、出版社、大学図書館、研究機関などの関係者にも、今後の業務の進め方を検討
する際に参考になる部分があるかもしれない

この講演のキーワードは「永遠の目じるし」

1. 即時OA義務化に関する議論に「言語生活」という観点を導入し、即時OA義務化が研究者の
言語生活のうち特に「論文の読み書き：アカデミック・ライティング」にどのような変化を
もたらすのか具体的に予測してみる

2. また、即時OA義務化についてWhatとHowに関する議論はよく見聞きするが、Whyについては
あまり検討がなされていない気がするので、Whyについて少し掘り下げて考えてみる

https://doi.org/10.51094/jxiv.720


今回の要点

オープンアクセス（オープンサイエンス）に欠かせない大切なもの、それは、2つの「永遠の目じるし」と
1つの「永遠の旗じるし」。これらはOAにおける三種の神器のようなもの。三位一体で機能する
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永遠の旗じるし
SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」

永遠の目じるし（その1）
DOI：Digital Object Identifier

永遠の目じるし（その2）
CCライセンス

イデア論：市民に伝わる理念を（「FAIR原則」は難解用語）

社会論：権利意識の断捨離を技術論：作業効率の改善を
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この先の進め方

「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」の第6節と第1節を中心に説明する。
節の順番が前後しているが、気にしないで欲しい

I. 夢でよかった「拙論第6節 論文執筆活動の状況予測（フィクション）」

II. なぜOAなのか「拙論第1節 問題の背景」
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Ⅰ．夢でよかった「拙論第6節 論文執筆活動の状況予測（フィクション）」

1592～1593年に印刷された天草版『平家物語』
ポルトガル語式のローマ字で書かれているため、
当時の日本語の発音を知る手がかりとなる
大英図書館所蔵 

https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/

https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/
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• ここでは、2025年以降の論文執筆活動の状況を具体的に予想した仮想事例（フィクショ
ン）を示し、日本語学術論文の即時OAを研究者の手で実現するための検討ノートとする

• これらは、研究者が2025年に直面する可能性のあるシナリオのうち、あまり不自然ではな
く、稀少でもないと予想される1つのケースである

• ストーリーは研究者のY氏がみた夢であり、Y氏の視点から描かれているが、途中で別の立
場によるコメント（仮想例）も入っていることがある

• そのため、いささか文学的な表現も散見されるかもしれないが、この先の状況を具体的に
イメージするのに効果を発揮する参考資料の1つにはなるであろう
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用語集

1. CCライセンス：クリエイティブ・コモンズ（CC）・ライセンスとは，著作者が著作物のライセン
ス（利用許可条件）に関して意思表明を行うことで，情報流通を円滑にするという目的がある。対
象となるのは幅広い著作物であるが，ここでは論文に範囲を絞る。ライセンス（利用許可条件）に
関する意思表明の方法は6種類。論文利用の制約条件がもっとも緩いのが「CC BY（表示）」であ
る。これは論文の著者氏名，表題，掲載誌の書誌情報等（以下，著者クレジットという）を表示す
れば，改変や営利目的利用が可能である。逆に論文利用の制約条件がもっとも厳しいのが「CC-

BY-NC-ND（表示，非営利，改変禁止）」で，改変もできなければ営利目的の利用もできない

2. プレプリント：一般に，プレプリントと言う場合，査読前ないし査読中の原稿を指す。プレプリン
トサーバーはそれを公開するシステムである。英語論文に関しては海外で多くのプレプリントサー
バーが稼働し，科学研究の進歩に大いに貢献している。日本では，英語論文・日本語論文ともに投
稿可能なプレプリントサーバーとして， JSTが運用するJxivがある

3. エンバーゴ：原語の“embargo”は，本来，「禁輸」や「商船の出入港禁止」を意味する語であるが，
そこから派生して「報道や公開を一定期間差し止める」という意味でも使われる。本稿のように研
究成果のOA化という文脈で「エンバーゴ」と言う場合は，論文が紙版で（あるいは限定メンバー
のみに対してウェブ上に）公開されてからウェブ上で一般公開されるまでの期間を指す。国内の学
会について言うと，論文はまず印刷版ジャーナルで会員に公開した後，所定期間（1年が多い）経
過後，J-STAGE等で一般公開する仕組みを持つところが多い。この場合であれば，印刷版公開から
J-STAGE公開までの1年間がエンバーゴとなる。逆に，こうした期間を置かず，印刷版公開と同時
にウェブでも一般公開する場合は「ゼロエンバーゴ」と称する



CCライセンス

オープンアクセス（オープンサイエンス）に欠かせない大切なもの、それは、2つの「永遠の目じるし」と
1つの「永遠の旗じるし」。これらはOAにおける三種の神器のようなもの。三位一体で機能する
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永遠の旗じるし
SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」

永遠の目じるし（その1）
DOI：Digital Object Identifier

永遠の目じるし（その2）
CCライセンス

イデア論：市民に伝わる理念を（「FAIR原則」は難解用語）

社会論：権利意識の断捨離を技術論：作業効率の改善を



シーン１【科研費申請の準備を始める】

1. ある日、私は科研費申請にかかるWebシステムにアクセスしたところ、それまではな
かった「誓約書」の提出を求められていることに気がついた

2. その誓約書には「私ならびに私の共同研究者は、オープンサイエンス（OS）とOAの理
念を遵守し、科研費による成果物として論文を公開する際に、同時に無料で公開する
ことを誓います。この誓約に違反した場合は研究費の支給を停止されることを自覚し
ています」と記されているではないか

3. 私は「研究費の支給を停止」という文言が気になり、ネット検索等で調べてみたとこ
ろ、数年前から大学図書館関係者等から「2025年学術論文即時OA義務化」として情報
提供がなされていることを初めて知った

4. あわてて自分の所属している学会のジャーナルが即時無料アクセスの条件に適合して
いるかを確認してみたところ、ほとんどが条件を満たしていないことに気がついた

5. 私は共同研究者（科研費の研究分担者）と共著論文を投稿する計画を立てていたので、
共同研究者にも相談してみたが十分な情報を得ることができなかった
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シーン１：別の観点からのコメント

• 誓約書を求められたり、ペナルティが課せられたり等、そこまで踏み込んだ施策にな
るか決まっていない現在の段階で、研究者の不安を煽るような言説を示すのは適切で
はないと思う

• 海外の状況、特に英国のウェルカム財団の動向を見ると、いずれはペナルティが科せ
られるのではないか。そうしないと不公平が生じる

30



シーン２【誓約書を出してよいか悩む】

1. このままでは、研究費の支給を停止されるリスクがあるかもしれないと不安に思った
私は、すぐに自分の所属学会に問い合わせてみた。その結果、いくつかの学会から
「即時無料公開は技術的にいつでも対応できますので大丈夫です。ご安心ください」
との回答を得て、やれやれと胸をなで下ろした

2. また、大学の同僚の教員や科研費担当の事務窓口にも相談してみたところ「たとえば
大学紀要に論文を書いた場合は、機関リポジトリから無料公開できるので大丈夫では
ないか」という回答を得た。ただし、機関リポジトリを担当している大学図書館の担
当部署に確認することはしなかった。実は、これが後に影響を及ぼすことになる

3. さらに、知合いの研究者から「研究者SNSで有名なRGを利用すれば、論文にDOIを付
けることが簡単にできるし、プレプリント等もすぐに公開できるよ」と聞いて、なら
ばますます安心だと思った

4. これで問題は解決したと確信した私は、誓約書を提出し、科研費申請を無事に完了す
ることができた
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シーン２：別の観点からのコメント

• 即時無料公開を2026年に実現するには、単に技術的にいつでも対応できるだけでなく、
OAを実現したと認定される要件を十分に確認し、その対応策を学会内で検討する必要
が生じるであろう

• OAを実現したと認定される要件の1つに「研究データ基盤システム（NII Research Data

Cloud）で安定して検索可能なこと」があると知人の研究者から聞いた

• そこで気になったのはCCライセンスのことである。日本語で出版される査読付き学術
論文の大部分はCCライセンスが付されていない。このままだと、利用者が当該論文を
利用する際に権利関係について迷いが生じ困惑するおそれがある

• 大学図書館が運用管理している機関リポジトリの担当者に相談しなかったというのは、
大きなミスではないか。研究データ基盤システム（NII Research Data Cloud）と機関リ
ポジトリが連携してOAを実現するとも聞いているので、まずは機関リポジトリの担当
者に相談すべきである
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シーン３【科研費を獲得し、早めに論文を投稿しようとする】

1. 2026年の2月頃に科研費が獲得できたとの知らせを受け、私は研究成果をなるべく早め
に多くだそうと張り切っていた。そんなある日、すこし気になる情報が入ってきた

2. 1つ目は、論文の公開にあたっては、CCライセンスの表示が必要になるらしいという点
である。ここで私は頭を抱えた。まず、CCライセンスという用語はこれまで見聞きし
たことがなく、用語の意味が理解できない。そこで、知り合いに相談したのであるが、
曖昧な情報しか得られなかったので、共著者に相談してなんとなく「CC-BY-NC-ND」
つまり「表示、非営利、改変禁止」を選択することにした。これが後に禍根を残すこ
とになる

3. 2つ目は、学内紀要に書いた論文を公刊と同時に機関リポジトリから公開することは無
理らしいという点である。大学図書館に直接確認してみたところ、「大学図書館とし
ても所属教員の研究成果の公開には積極的に取り組んでいるところですが、今回の制
度改変で多数の教員から即時公開の依頼が殺到した場合、現在の体制では処理に一定
の時間を要し、厳密な意味での「即時」とならず、しばらくお時間をいただくケース
があるかもしれません」ということであった

4. そこで、私はなにか打開策はないか尋ねた。その機関リポジトリ担当者は「研究者自
身が論文を即時公開できるシステムにご自分の手で論文PDFを公開なさるのがよいかも
しれません。たとえば、プレプリントサーバー等の活用も可能でしょう」と答えた
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シーン３：別の観点からのコメント

• 大学図書館の機関リポジトリ担当者にインタビューして取材すべきではないのか

• 研究者自身が論文を即時無料公開できるシステムはどこにあるのか。大学の機関リポ
ジトリごとに、そのようなシステムが2026年までに準備できるのか
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シーン４【エンバーゴに対抗する策として権利保持戦略を考える】

1. 私は大学図書館の機関リポジトリ担当者との相談を終えて、自分の研究室に戻る途中
で、たまたま知合いの心理学者とすれ違った。その瞬間、心理学の世界では実験結果
の再現性の問題を巡ってOAやOSについていろいろと議論がなされているらしいことを
どこかで読んだことを思い出した

2. そこで、思い切って、その心理学者に「ちょっと突然で恐縮ですが、たいへん困って
いることがありまして、ご教示を賜りたく存じます。いま10分間ほどお時間をいただ
けますか？私の研究室はすぐそこですから、お越しいただけますか」と相談をしてみ
た。その相談の結果、「権利保持戦略」というやり方があることを知った
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シーン４：別の観点からのコメント

• 国内の学会ジャーナルは日本語で出版されるものが大多数である。2024年5月現在では、
多くにエンバーゴが課せられている

• エンバーゴを2025年のうちに全廃すれば、問題の大部分は解決するのではないか

• エンバーゴを全廃すると、学会の会員数や学会ジャーナルの機関購読者（大学図書館
等）の数が減少し、学会の財務状況が急激に悪化して学会運営が成り立たなくなるの
で、絶対に反対である
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シーン５【著者間でのクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの共通理解不足に起因する
問題が発生】

1. 私は、論文の即時無料公開を実現することができた。その研究成果について、一般向
けの講演会等で、専門家ではない人たちに分かりやすく説明することを心がけた

2. そうして3ヶ月ほど経過したある日、大学の研究倫理審査委員会から、私に対して研究
不正の申し立てがあったので調査を開始するとの連絡が届いた。「何かの間違いじゃ
ないのか」と思いつつ、連絡の文面を詳しく読んでみて仰天した

3. 今回の論文は単著ではなく共著論文（筆頭著者は私）である。その共著者一同から以
下の訴えがあったのだ

4. 「CC表示の際に非営利、改変不可を選択しました。即時無料公開した論文には、その
ことが明示されています。ところが、Y氏は共同研究者の許諾を得ることなく、一般向
けにわかりやすくという（自分勝手な）理屈で論文の内容を（私どもの受け止めで
は）不正確な形で世間に伝えています。これは看過できない改変にあたると共著者一
同は考えます。また、Y氏は企業等の営利組織が主催する文化講演会等で、共同研究者
の許諾を得ることなく、研究成果の講演を単独で行い、講演料を得ています。これは
非営利に違反する行為だと共著者一同は認識しています。このような行為は明確な研
究不正に該当すると私どもは考えますので、貴大学で調査の上、しかるべき処置をよ
ろしくお願い申し上げます」
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シーン５：別の観点からのコメント

• このような話は単なる空想でしかなく、無視してよいと考える

• 今後は、これに類するケースも出てくるのではないか

• CCライセンスについては共著者と慎重に相談し、できれば共著者全員で同意書を残す
のが安全であろうと考える。そのような同意書の書式はどこかにあるのか

• 同意書の書式の実例は、以下のプレプリントの末尾に示されている

https://jxiv.jst.go.jp/index.php/jxiv/preprint/view/73

https://jxiv.jst.go.jp/index.php/jxiv/preprint/view/161

https://jxiv.jst.go.jp/index.php/jxiv/preprint/view/418
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Ⅰ．夢でよかった「拙論第6節 論文執筆活動の状況予測（フィクション）」のまとめ

この講演のキーワード「永遠の目じるし」について

• CCライセンス表示は一度決めたら永久に変更できない。永遠の目じるし

• どの表示を選択するか、きわめて重要な問題であることを研究者に周知すべき

• さらに、原則として「CC BY」とするのがよいのではないかと横山は考える
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Ⅱ．なぜOAなのか（Whyを掘り下げる）「拙論第1節 問題の背景」

1592～1593年に印刷された天草版『平家物語』
現存する最古の日本語学習読本でもある
大英図書館所蔵 https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/

https://dglb01.ninjal.ac.jp/BL_amakusa/


市民も読者

オープンアクセス（オープンサイエンス）に欠かせない大切なもの、それは、2つの「永遠の目じるし」と
1つの「永遠の旗じるし」。これらはOAにおける三種の神器のようなもの。三位一体で機能する
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永遠の旗じるし
SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」

永遠の目じるし（その1）
DOI：Digital Object Identifier

永遠の目じるし（その2）
CCライセンス

イデア論：市民に伝わる理念を（「FAIR原則」は難解用語）

社会論：権利意識の断捨離を技術論：作業効率の改善を



オープンアクセスと日本語学術論文

Nature誌に掲載された記事（Singh Chawla, 2022）の抜粋を以下に紹介する

1. 日本の研究論文生産量は世界でもトップクラス

2. しかし、日本の研究者が論文の初期版をプレプリントサーバーで共有することはあま
りない

3. 科学技術振興機構（JST）情報基盤事業部の久保田壮一氏によれば、JSTはこの状況を
変えたいと考えている

4. 日本語の論文も投稿できるプレプリントサーバーJxivを立ち上げたのは、既存（海
外）のプラットフォームの欠落を埋めるため。日本語で発表される論文の多くは、歴
史、経営、言語学、学際科学などの分野のものである。既存のプラットフォームは、
日本における上記分野の研究成果を十分にカバーできていない
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ここでは日本語で論文を投稿している研究者に着目する。その理由は？【再掲】

• 即時OA（オープンアクセス）義務化施策の第一の目的は、特に先端科学分野におい
て、国内研究者が海外の有力ジャーナルに発表した英語論文を、誰もが自由に閲覧・
活用できるようにすることにあると思われる

• そこにはAPC（論文をOA出版する際に支払う論文掲載料：Article Processing Charge）
を巡る深刻な問題があり、転換契約（Transformative Agreements）などの工夫がなされ
つつある

• また、先端科学分野では、先取権（priority）をめぐって熾烈な競争が繰り広げられて
いる。先取権とは、論文の著者が世界の研究者に先駆けて当該の学術的知見を公表し
たことを権利として認め、論文のオリジナリティ（独自性）を保証する概念

➢ 上記は、先端科学からは距離がある分野（人文学など）の学協会に所属し、いつも日
本語で論文を投稿している研究者にはあまり縁のない話、対岸の火事

➢ しかし、即時OA義務化の影響は、先取権やOA、OSに対する興味・関心が希薄で、い
つも国内誌に日本語で論文を投稿している研究者にも確実に波及する
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基礎科学分野の日本語学術論文もまたOA化と深くかかわりを持つと考える理由

1点目は、日本語学術論文が日本の基礎研究の充実と深化に大きな貢献を果たしていることで
ある

1. 有田（2021:146）は、OA、さらにはそれによって実現されるOSが「母語を抜きには語れ
ない」とした上で、「基礎研究の世界で日本が存在感を示してこられたのは、日本独自の
研究哲学があったからだ。英語力ではない。その伝統を生かす施策が今必要とされてい
る」と強調している

2. 最先端の科学研究の成果をまとめ、国際的に発信した英語論文はもちろん重要であるが、
研究者が自身の母語で深く思索した成果としての日本語学術論文もまた、OAによって広
く読まれる必要がある
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基礎科学分野の日本語学術論文もまたOA化と深くかかわりを持つと考える理由

2点目は、日本語学術論文が、研究の裾野を広げ、科学への一般市民の参画、すなわち、市民
科学を促進する可能性を持つためである

1. 一例として、JSTが運営する電子ジャーナルのプラットフォームである科学技術情報発
信・流通総合システム（J-STAGE）上でよく読まれている論文を見てみよう

2. 2024年3月の月間アクセス数ランキングの第5位は、「国立科学博物館所蔵ヤマイヌ剥製標
本はニホンオオカミCanis lupus hodophilaxか？」という日本語学術論文であるが（小森・
小林・川田 2024）、筆頭著者の小森日菜子氏は、論文執筆当時、墨田区立小梅小学校に通
学する小学生だった

3. 学術論文には、「書くこと」（writing）と「読むこと」（reading）の両面が存在するが、
幅広い日本語学術論文のOAが実現し、多くの論文がオンラインで読めるようになれば、
小学生であっても学術論文を読んでみたいと感じる機会が拡大するだろう

4. 小森氏らの論文は、市民が学術的・専門的科学に参画したものであると同時に、幅広い市
民を広く科学研究に誘うという点で、市民科学の好例である
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基礎科学分野の日本語学術論文もまたOA化と深くかかわりを持つと考える理由

3点目は、学術大会等において以下のようなシンポジウムなどの開催が急増すると予想される
からである

➢ 研究・イノベーション学会第39回年次学術大会 企画セッション（2024年10月30日）

「『日本語学術論文』即時オープンアクセス義務化を巡る論点」

https://www.jsrpim-daigakukeiei.jp/post/2024-10-30

上記講演資料

 https://www.jsrpim-daigakukeiei.jp/post/20241105
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上記学術大会の企画セッションにおけるTaylor ＆Francis 

Group 山之城チルドレス智子氏による講演「オープンサイ
エンス時代のオープンアクセス基礎知識」スライド1枚目、
副題として「日本語論文OA出版にフォーカス」とある

https://www.jsrpim-daigakukeiei.jp/post/2024-10-30
https://www.jsrpim-daigakukeiei.jp/post/20241105


SDGs（持続可能な開発目標）との関連について

• そもそも市民科学は、世界が直面する課題に取り組む科学研究に広く一般の人々が参
画することを前提としており、科学の民主化の1つのあり方と見なすことができる

• SDGs（持続可能な開発目標）の目標4は「質の高い教育をみんなに」であるが、幅広い
日本語学術論文のOA化は「質の高い知見や知識をみんなに」届けることに通じる

• この意味で、OAは、専門家（研究者）が産み出した質の高い知見や知識を一般市民に
公開するとともに、市民と共同で新たな科学的知見を産み出す市民参加型の研究を推
進することにも道を開くだろう
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Ⅱ．なぜOAなのか（Whyを掘り下げる） 「拙論第1節 問題の背景」のまとめ

この講演のキーワード「永遠の目じるし」について

• 先取権に対する意識が希薄な「牧歌的」研究者が多数存在することは悪いことではない
（ある意味で健全）

• 多くの研究者が自発的に喜んでOA化に参加するには魅力的かつ「永続的な理念」が必要

• その理念つまり「永遠の目じるし」の先にある「永遠の旗じるし」は何か？

• きょうは、SDGsの目標4を少し発展させた「質の高い知見や知識をみんなに」を提案した
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「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」には存在しない新たな視点



生成AIも読者

オープンアクセス（オープンサイエンス）に欠かせない大切なもの、それは、2つの「永遠の目じるし」と
1つの「永遠の旗じるし」。これらはOAにおける三種の神器のようなもの。三位一体で機能する
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永遠の旗じるし
SDGsの目標4「質の高い教育をみんなに」

永遠の目じるし（その1）
DOI：Digital Object Identifier

永遠の目じるし（その2）
CCライセンス

イデア論：市民に伝わる理念を（「FAIR原則」は難解用語）

社会論：権利意識の断捨離を技術論：作業効率の改善を



東山翔平（ 2024 ）「大規模言語モデル時代の機械翻訳の展望」 Jxiv プレプリント
https://doi.org/10.51094/jxiv.932 の一部を以下に引用する

• 大規模言語モデル（Large Language Model; LLM）にもとづく生成AIが有する知識や出力する
「意見」は、一部の言語に対応する文化圏のものに偏っていることが確認されている

• これはLLMの学習データの大部分を一部の言語、典型的には英語のテキストが占めていると
いう状況に起因する

• このことは、資源が少ない言語ほど、対応する文化圏に特有の情報について適切な内容のテ
キストを生成できないことや、文化に依存する事物や概念（Cultural-Specific Items; CSI）を他
言語へ適切に翻訳できないことなどに繋がる

• そのため、英語中心のLLMに対し、対象言語や地域ごとの文化差に対する感度を高めたり、
多様な文化圏の知識を取り込れたりするための方法が必要となる
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「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」には存在しない新たな視点

生成AIの成長に必要な栄養源は言葉 → 生成AIのための言語資源開発 → バランス感覚のある生成AI

https://doi.org/10.51094/jxiv.932


◼ 日本語で書かれた学術論文がOA化されると、世界中の生成AIがそれを読んで学習する

◼ 東山（2024）の指摘を踏まえると、日本語学術論文のOA化は生成AIにおける文化的バイアス
軽減の一助になると期待できる
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「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」には存在しない新たな視点

生成AIの成長に必要な栄養源は言葉 → 生成AIのための言語資源開発 → バランス感覚のある生成AI



手塚治虫作品「鉄腕アトム」、主題歌作詞は谷川俊太郎

• 歌詞一番に「心やさしい ラララ」

• 歌詞二番に「心ただしい ラララ」

• 歌詞三番に「心はずむ ラララ」

➢ 鉄腕アトムの言語生活を豊かに、という表現は不自然でしょうか？
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「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」には明記していない観点：DOIの
重要性



永続的識別子（Persistent Identifier：PID） の必要性

オープンアクセス（オープンサイエンス）に欠かせない大切なもの、それは、2つの「永遠の目じるし」と
1つの「永遠の旗じるし」。これらはOAにおける三種の神器のようなもの。三位一体で機能する
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◼ ChatGPT o1 pro に質問してみました「書誌情報があればDOIがなくても検索できるという意見があります
が、本当でしょうか？」

◼ 回答：書誌情報があれば検索は可能だが、確実さや効率が下がる場合が多い

1.同じようなタイトル・著者の混在

タイトルがよく似た別の論文があったり、同姓同名の著者が複数いる場合、どれが本当に探している論
文なのか判断しにくくなることがある

2.書誌情報の誤り・不備

出版年が間違っていたり、論文タイトルに誤字があったりすると、検索結果に出てこなかったり、全く
別の文献がヒットしてしまうことがある

3.論文の改訂や複数形態での公開が混在

論文によっては学会発表版・プレプリント版・正式出版版・改訂版など、複数のバージョンが存在する
ことがあり、書誌情報だけでは、探したい“正しいバージョン”にたどり着けない場合もある

4.時間と手間がかかる

書誌情報が不完全だったり、サイトごとに検索方法が異なるため、複数のデータベースを行ったり来た
りして探す必要があるなど、時間と労力がかかる
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「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」には明記していない観点

DOIなど永続的識別子（Persistent Identifier：PID）の重要性について
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まとめ



全体のまとめ

CC BYで権利意識の断捨離を

1. CCライセンス表示は、一度決めたら変更できない「永遠の目じるし」である

2. どの表示を選択するか、きわめて重要な問題であることを研究者に周知すべき

3. 公的資金による研究成果は原則として「CC BY」とするのがよいのではないか

即時OAを推進するには魅力的で分かりやすい理念が必要

1. 先取権に対する意識が希薄な「牧歌的」研究者が多数存在することは悪いことではない（あ
る意味で健全）

2. 多くの研究者が自発的に喜んでOA化に参加するには魅力的かつ「恒久の理念」が必要

3. その理念つまり「永遠の旗じるし」として、SDGsの目標4を少し発展させた「質の高い知見
や知識をみんなに」を提案した
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今回の要点



今回の要点【再掲】

オープンアクセス（オープンサイエンス）に欠かせない大切なもの、それは、2つの「永遠の目じるし」と
1つの「永遠の旗じるし」。これらはOAにおける三種の神器のようなもの。三位一体で機能する
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この先について



実務を巡る目前の課題について【再掲】

• 研究者の言語生活はアカデミック・ライティング（論文の読み書き）が中心。 研究者のアカデミック・
ライティングに必要な要素の一つとして即時OA実現活動が2025年度から入ってくる

• 大学研究者の業務負担量はすでに限界に達しているため、即時OA実現活動をサポートする仕組みが必要
になるのでは？

• 即時OA推進にかかる業務の全体像や輪郭はいつごろ見えてくるのか？

• 即時OA実現活動をサポートする仕組みのすべてを大学内で開発するのは困難では？

• アカデミック・ライティングと言えば、学生のためのセンターが大学図書館に併設されている場合もあ
る。機関リポジトリも大学図書館が担当している場合が多い。大学図書館はこれから新たな役割・使命
を期待される。その事実を社会に向けてさらに広く、分かりやすく広報する時機が到来したのでは？

• OA時代の学協会の将来像については武田（2011：https://doi.org/10.11517/jjsai.26.6_599）が参考になる
62

1592～1593年に印刷された天草版『平家物語』
天正遣欧使節が日本に持ち帰ったグーテンベルグ印刷機による
大英図書館所蔵 https://kotobaken.jp/release/news-190318-01/

https://doi.org/10.11517/jjsai.26.6_599
https://kotobaken.jp/release/news-190318-01/
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• 日本語には「異体字」が多数ある。異体字とは読みも意味も同じであるが、形が違う文字のこと。
「会ー會」「桧ー檜」「観ー觀」「潅ー灌」など

• 奈良県葛城市の正式な表記は上記Aの字体、東京都葛飾区はBの字体

• Windows OS の Vista が2007年1月に発売されるまではAの字体がデジタル機器で表示・印刷されること
が普通であったが、現在はBが表示・印刷されるのが一般的

• マイクロソフト社はVistaで日本語フォント約150字の字体を変更した。その理由は，JIS漢字規格の一つ
である「JIS X 0213:2004」に対応するためであった。このJIS X 0213:2004とは，経済産業省がJIS漢字
（JIS X0213）の160字あまりについて印刷標準字体（いわゆる康煕字典体）にしたがって規格書の例示
字形を2004年2月に変更したものを指す

• その後，図7Bの「葛（L＋人）」が改訂常用漢字表（2010）に追加された

• このほかにも異体字の文字コードが変更された例がいくつかある。日本語コーパスには文字政策の時代
差がきわめて複雑な形で織り込まれている。コーパスを用いて漢字頻度の経年変化を調査する際はこの
点に注意する必要がある

蛇足：文字コードも「永遠の目じるし」の一つであるはずだが…

7

言語政策の影響

◼ マイクロソフト社のWindows OS「VISTA（ビスタ）」が2007年
に登場

◼ ビスタは「JIS X 0213:2004」に対応。JIS X 0213:2004とは，
経済産業省がJIS漢字（JIS X0213）の160字あまりについて
規格書の例示字形を2004年2月に変更したもの

◼ それ以後，Windows OSは標準搭載フォントのうち150字ほ
どの字体（字形）を変更

◼ 「葛」は（A）から（B）に

◼ 新常用漢字表も（B）を採用

A B
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フィンセント・ファン・ゴッホ
《ドービニーの庭》
1890年 油彩・カンヴァス
ひろしま美術館蔵

https://www.youtube.com/watch?v=sOzi2hLgqUY
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これより後は付録です
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谷川俊太郎

僕は「定義」には興味があるけど、「説明」には興味がないので帯は書けません

・『水道水の味を説明する』鈴木ジェロニモ（2024）ナナロク社の帯に示された言葉
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拙論「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」の概要
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拙論「日本語学術論文の即時オープンアクセス実現に向けて」の概要

• 2025 年度以降に新規に公募する競争的研究費について、研究成果の即時OA義務化の方針が内閣府から示
されている。こうした背景のもと、2025年度以降、研究成果の公開方法、さらには、研究のやり方そのも
のが大きく変わっていくと推察される

• OAの議論においてこれまであまり検討されてこなかった日本語学術論文に対象を絞り、研究者が即時OA

を実行しようとした場合に留意すべき点は何か、日本語学術論文の即時OAは研究者・学界・出版界・図
書館等の幅広い関係者にどのような影響を及ぼすのか、といった問題点について具体例を提示しながら考
えていく

第1節 問題の背景

第2節 関連する論考や資料の紹介

第3節 即時OA化の概要

第4節 基本的な関連用語の整理

第5節 研究者向けのチェックリスト提示

第6節 論文執筆活動の状況予測（フィクション）

第7節 今後の検討課題


